
企
部
古
蹟
志
血
管
九

但
火
事
之
節
は
.
夜
中
も
都
而
往
来
不
a
指
支
-
候
事
d

一
、
殺
生
道
具
背
負
荷
等
之
類
‘
相
通
不
ν
申
筈
之
事
a

右
之
趣
核
v
得
"
盃
ハ
意
一
夫
々
可
ν
被
=
申
談
-
候
一
事
。

八

月

・

按
守
る
に
、
元
秘
十
四
年
六
月
廿
六
日
の
先
番
に
、
紺
屋
坂
腰
掛
脇

御
門
よ
り
蓮
池
の
方
へ
通
り
抜
け
候
事
不
ν
仕
答
、
御
用
に
而
相
通
り

候
面
々
者
、
押
被
昌
遁
置
-
云
々
。
と
あ
り
て
、
そ
の
か
み
よ
り
禁
止
せ

ら
れ
た
る
往
来
た
り
し
か

E
・
文
政
三
年
八
月
十
八
日
貨
賎
男
女
の

通
行
を
ぽ
許
さ
れ
た
り
と
い
へ
ど
も
‘
荷
物
背
負
の
商
人
等
及
び
夜

中
の
往
来
を
禁
止
せ
ら
れ
た
り
。
然
る
に
明
治
二
年
十
一
月
版
籍
奉
‘

還
に
付
、
藩
主
箆
$
卿
城
地
を
退
去
し
給
ふ
後
、
往
来
の
緒
門
を
慶

し
‘
番
所
共
を
取
除
き
.
通
常
の
往
来
と
は
成
り
た
り
。

O
宙
開
掘
下
馬
腰
鶴

吉
開
堀
往
来
紺
屋
坂
高
、
石
川
門
前
怠
る
挿
頭
花
松
の
傍
た
る
門
脇

地
に
建
て
た
り
。
務
審
中
は
登
城
の
賭
士
.
此
の
地
漣
に
て
馬
上
よ

り
下
り
、
冊
減
馬
'
供
人
此
の
腰
掛
に
入
っ
て
休
息
す
。
故
に
百
聞
姻
下

馬
と
も
石
川
門
下
馬
と
も
呼
べ
り
。
然
る
に
陵
務
の
後
梯
下
げ
に
相

成
り
け
る
を
、
明
治
七
年
士
族
の
者
共
数
名
結
枇
し
て
、
此
の
地
位

。
舘
紺
屋
之
侮

醤
停
に
-X
ふ
。
館
紺
屋
の
祖
先
は
高
桑
備
後
と
て
、
営
園
一
挟
飢
の

頃
石
川
郡
鞍
月
庄
割
出
村
陀
居
舘
し
.
一
授
の
賊
魁
に
て
、
共
の
子

を
高
桑
五
郎
と
云
ふ
。
天
正
八
年
織
岡
信
長
公
の
命
に
依
っ
て
‘
柴

明
勝
家
加
賀
の
賊
徒
を
征
伐
せ
し
頃
、
五
郎
は
河
北
郡
森
下
へ
逃
げ

来
り
、
職
人
と
成
り
、
森
下
に
て
染
エ
を
業
と
す
。
故
に
森
下
紺
屋

と
綿
す
。
ま
た
共
の
以
前
創
出
村
に
舘
を
構
へ
居
た
る
に
依
っ
て
.

世
人
舘
紺
屋
と
呼
ぺ
り
。
共
の
子
孫
十
郎
、
金
津
へ
出
で
紺
屋
坂
の

遜
に
家
居
し
、
審
組
利
家
卿
以
来
、
召
し
服
の
染
め
方
を
命
ぜ
ら
れ
、

殊
陀
甚
だ
御
懇
に
て
.
毎
々
親
簡
を
賜
は
り
た
り
。

親

簡

の

潟

今
度
雌
子
共
を
染
さ
せ
候
慮
に
、
沙
汰
之
限
感
、
念
を
入
事
不
=
相
厨
-

候
。
向
後
森
本
と
ん
や
一
人
と
し
て
、
念
を
.
入
染
候
て
可
v
上
候
。
乎

停
雑
左
の
事
者
、
惣
と
ん
屋
中
と
し
て
可
ν
仕
候
也
。

慶
長
三
卯
月
廿
一
日

も
り
本
と
ん
や
ま
ど
十
郎
殿

金
滞
中
之
と
ん
や
の
か
し
ら
申
付
候
僚
.
可
v
成
-
-
共
意
-
候
。
染
物
多

申
付
刻
、
手
侮
雑
左
事
者
、
惣
と
ん
屋
中
へ
割
符
可
a
申
付
-
候
一
也
。

金
滞
古
蹟
志
巻
丸

牧
牛
枇
を
創
立
せ
ん
事
を
鯨
・
麟
へ
出
願
し
、
同
年
五
月
許
可
相
成

り
、
始
め
て
祭
養
す
1

共
の
種
牛
多
分
は
陸
中
・
但
馬
等
の
産
た
り
。

牛
酪
製
練
の
方
法
は
、
京
都
府
勤
業
繰
支
局
敬
師
ウ
ヰ
l
ト
に
就
き

共
の
術
を
串
ぴ
得
た
り
と
い
ふ
。
是
金
樺
市
中
は
勿
論
、
勝
下
牧
牛

枇
の
漉
鰯
に
て
、
此
の
後
迫
々
各
所
陀
設
置
な
し
た
り
。
侭
し
今
は

共
の
名
の
み
に
て
稀
E

表
徴
し
て
僅
に
存
せ
り
。

。
紺
.
屋
坂

育
問
堀
往
来
北
の
方
下
口
の
坂
路
也
。
今
世
人
と
ん
や
坂
と
呼
べ
れ

芝
、
一
冗
秘
六
年
の
士
艇
に
は
と
う
や
坂
と
あ
り
。
元
総
の
頃
は
‘
如
v

此
呼
び
た
る
た
る
べ
し
。
一
一
一
州
志
来
図
概
覧
附
録
に
云
ふ
。
紺
屋
坂

は
、
古
此
の
坂
の
漣
に
舘
紺
屋
と
て
染
工
あ
り
。
故
に
此
の
遺
名
あ
り

と
。
叉
云
ふ
。
古
此
の
坂
下
に
紺
屋
町
と
い
ふ
町
名
あ
り
。
因
っ
て

此
の
坂
名
あ
り
と
も
い
ふ
と
。
昌
披
問
答
陀
云
ふ
。
今
材
木
町
横
山

犬
和
守
の
家
中
一
番
町
の
出
口
よ
り
下
の
方
、
一
町
の
問
を
ば
紺
屋

町
と
呼
ぺ
り
。
昔
は
此
の
町
紺
屋
坂
門
下
に
有
ν
之
由
.
と
い
へ
り
。
按

宇
る
K
.
昔
舘
紺
屋
此
の
坂
建
に
居
住
し
‘
舘
紺
屋
は
そ
の
か
み
高

名
た
る
染
ヱ
た
り
し
故
に
・
紺
屋
坂
・
紺
屋
町
の
名
を
呼
ぴ
た
る
な

る
ぺ
し
。

内ママ
J
V

慶
長
五
五
月
廿
七
日

森
本
た
ち
か
う
や
孫
二
郎

金
海
中
紛
屋
頭
之
儀
、
任
昌
利
長
在
判
之
皆
-
共
方
申
付
候
。
染
物
過
分

に
申
付
刻
、
手
侮
雑
作
之
儀
、
惣
紺
屋
中
へ
可
=
倒
付
-
候
。

m
い
非
分
之

儀
於
昌
申
懸
-
者
.
可
ν
錫
ι
曲
事
-
者
也
。

一
冗
和
五
年
三
月
廿
一
日

森
も
と
た
ち
紺
屋
孫
二
郎

右
の
外
、
利
長
卿
民
鐙
・
の
貌
簡
等
数
週
共
の
家
に
停
へ
た
り
。
腿
長
十

四
年
利
長
卿
越
中
高
岡
に
新
披
を
築
き
入
披
し
給
ふ
頃
、
孫
十
郎
を

召
寄
せ
ら
れ
、
高
岡
千
保
川
越
.
畑
議
・
町
民
第
地
を
賜
は
り
た
り
。

共
の
遺
舗
を
ば
子
v
今
舘
屋
敷
と
呼
ぺ
り
と
云
ふ
。
民
長
十
九
年
利
長

卿
苑
後
、
金
滞
へ
飾
り
け
る
に
‘
紺
屋
坂
の
奮
邸
地
は
、
既
に
官
地

と
成
り
た
り
。
故
に
暫
〈
味
噌
磁
町
の
味
噌
部
屋
に
居
住
し
、
共
の

後
材
木
町
に
て
‘
方
十
間
の
替
地
を
賜
は
り
げ
る
・
。
是
卸
ち
今
舘
紺

屋
四
郎
兵
衛
居
宅
の
邸
地
た
り
。
四
郎
兵
衛
は
、
印
ち
高
桑
備
後
よ
・

り
血
除
連
続
し
て
今
に
至
る
と
い
へ
り
。

R
此
の
家
族
、
館
紺
屋
新

助
家
よ
り
中
古
後
見
せ
し
事
あ
り
て
‘
利
絞
卿
の
印
番
以
下
.
利
長

卿
・
利
常
卿
の
親
簡
民
践
は
.
皆
新
助
方
に
僻
離
す
る
よ
し
.
三
州
志




